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Gardner & MacIntyre（１993）は、“fear or 
apprehension occurring when a learner is 



















































ビティが 嫌 いだとは 言 い 切 れない。むしろ、
accuracy （正確さ）より fluency （流暢さ）に重
きを置く speaking activity の方を好むと言え
るだろう。文法問題や長文を読むことの方が彼
らにとっては苦痛であるようだ。
3 ．Language Anxiety （外国語不安）
　筆 者 は、教 室 内 では Communicative Lan-







の図を見ても、最終目標の L2 Use を支える一
番の原動力は、Willingness to Communicate で
ある。つまり、他者とコミュニケーションを取
りたいという 強 い 意 思 がなければ、コミュニ
ケーションは成立しない。いかに英語力があっ






ら を 支 え て い る の が、Layer IV-Self-Confi-







て起こり、第 2 層の行動の意思（Willingness to 
Communicate）がコミュニケーション 行 動 に
直接的な影響を与えるものだと説明している。








 4 ．Willingness to Communicate （WTC）
　リメディアルレベルの学生達に人前で英語を





て 考 える 上 で 大 きなヒントとなるものに、
MacIntyre, Clément, Dörnyei, & Noels （１998）




か 表 したものであるが、教 室 内 でのコミュニ
ケーション活動を説明する上でも、様々に絡み
図 1 　WTC モデル
出所） MacIntyre, Clément, Dörnyei, & Noels（１998）著、Modern Language Journal 82、 


















いいのだろうか。ここでは「足 場 掛 け」（Scaf-


























































提 示 されているように、まず 基 盤 となるのは

































伸 びるのだろうか。Nation & Newton （2009）
は、以下のような条件を提示している。
１ ．The activity is meaning-focused.
2 ． The learners take part in activities where 
all the language items are within their 
previous experience.（Experience task）
3 ． There is support and encouragement for 










るようにした。 更 に、 学 期 中 に Extensive 
reading（多読練習）として、Graded readers の
やさしいレベル（Easy starters, Level １） など
を最低 3 冊は読ませ、一冊ごとに一枚の Book 





























　実 際 にプレゼンテーションを 行ったクラス
は、冒頭で説明した TOEIC 280 以下の英語 A
クラスで、週に 2 回の授業を行い、人数は34名
であった。その中に１0名の 4 年生が含まれてお
り、その中には TOEIC 28５ 以上の学生も半数
以上いた。トピックは、筆者が与えたプレゼン






























していくと、この4/3/2 Activity は、fluency を
伸ばすために効果的なものであると考えられ
る。筆者は、このアクティビティを、“How was 















































② fluency ③ performance ④ content ⑤






































・ 授業開始後すぐの数分に English Only Time 






































トが 全 くできない 学 生 もいた。プレゼンテー
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